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２．原指数の要因分解

12月確報分までのデータを用いた季節指数の再計算の結果を用いて、原指数の要因分

解をすると（図２）のとおり。大部分が不規則変動要因とされており、次に循環・趨勢

要因、季節要因となっている。

図２ 季節調整結果〈原指数の要因分解、前年同月比〉

(注)原指数の要因分解は以下の通り

TCSI＝TC(循環・趨勢要因)×S（季節要因）×I（不規則変動要因）より

△TCSI≒（△TC×S×I）＋（△S×TC×I）＋（△I×TC×S）

TC要因 S要因 I要因

３．季節指数の暫定値と試算値の比較

季節要因の暫定値と試算値を比較したものが（図３）のとおり。平成22年と平成23年

の結果をみると、平成23年の季節指数の暫定値と試算値の乖離幅は特に大きくはない。

図３ 季節要因の暫定値及び試算値の比較
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４．平成23年年間補正への対応（案）

平成23年の年間補正については、訂正された原データを用いて該当年の原指数と季節

指数及び翌年の暫定季節指数を再計算する現行通りの方式で行う予定。

なお、現在採用している季節調整法であるX-12-ARIMAにおいては、事前調整機能によ

り異常値を検出できるが、現行のARIMAモデルで全期間（7年間）を適用する場合、12月

確報分までのデータによる鉱工業総合の系列については、平成23年3月に異常値（LS）

が検出されたが、震災による一時的な変動であることを考慮し、異常値（TC）として適

用している。年間補正後のデータにおいても異常値が検出される場合は、同様に処理を

実施する予定。


